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電解機能水基礎知識及び法令

s-a:_ ( 

1、残留塩素とは、消毒力のある塩素であり、 け銀針生の総量である。

2、HOCLとOCL-の割合は、 水素イオン濃度(pH)と温度!こ左右されるO

3、平成11年6月、いわゆる電解水に関する厚労省からの見解として、アルカリ電

解次亜水を無隔膜方式を用い生成する際、 食塩(純度99%)と純水及び、精

製水又は水道水のみで電気分解を行う事と指導されている(食品添加物法)

4、いわゆる酸性領域の電解水(pH6.5以下)(こ関しては、 食塩、塩酸、水道水、

を用いて電気分解する事が指導されている。(平成14年)

5、その際、殺菌力の主成分で、あるHOCLの濃度が80ppm以下にするという事

が指導されている。(平成19年)

6、いづ、れも水道水そのものを直結式にし電気分解する事は禁止されている。

7、いわゆる連続的に電解水を給水する場合原液を電気分解し水道水に後希

釈し、タンクなどに貯水した水を給水せねばならない。その際、水道水に混

ざらないための逆流防止装置も併せて取り付けなければならない。



次亜塩素酸 CHOCL)は、頼粒球〈好中球〉の持つ殺菌能力の本質である。

人間の体内で免疫担当細胞として働く白血球が、侵入してきだ微生物〈非自己〉に苅し、
殺菌する過程で産生する次E塩素酸の殺菌力と安全性に着目。

b好中球は細菌などの異物を取り囲み、分解酵素ほかを放出。
p 同時に、活性酸素生産系が活性化して、多量の02が02ーとなるo

... 02ーは非酵素的lこH2021こ変わり、さらに頼粒から放出された
MPOにより HOCL (次亜塩素酸〉が生成される。

p この 次亜塩素酸が細菌などを攻撃レ、死滅させる。
MPO:ミ工ロペルオキシターゼ

べ'11--え17YLE:7171川

次亜塩素酸 CHOCL)と次亜塩素酸ナトリウム CNaclo)の遣いについて。

①HOCしは皮膚粘膜に苅し、為害性が無いのに対し、 Nacloは為害性が大きい。

②殺ウィルス、殺菌効果についてHOCしはNaclolこ対して10倍rv100倍の効果がある。

B型肝炎ウィルス • Naclo 1 000 p p mrv 2000 p p m Iこて20分rv1時間

細菌芽胞 〈枯草菌〉

器具消毒 : 

HOCL 1 Op pmで30秒

Naclo 1 0 0 p p mで99. 9%5分間で死滅

HOCL 1 Op pmで100%10分間で死滅 町

Naclo 強アルカリの為、損傷が大きい。

HOCし中性の為、損傷が少なし1。但し、高濃度 (100ppm以上〉にて

使用の際は水洗が望ましい。
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中性電解機能水

中性殺菌水の殺菌力試験結果

残留塩素濃度 iOppm 
20ppm 
pH6. 5 

神戸大学微生物学教室

大阪大学微生物病研究所細菌血清学部門

株式会社マルコ模査センター

日本食品分析センターより

残留塩素濃度 i5ppm 
pH6. 5 

日本大学大学院グローパル研究所

口腔衛生学会より

表1

採

取
N。

期時

一一一一一一一一」-」-z 2 6 

診

療

直

後

-酉~、

療

翌
日

の
採

取

電解中性殺菌水の殺菌力説験結果(発育の有無)

-・・・・・~，藷吉E暗雲よ司・・・・・・

導入前

残留塩素 AWS部の
一般細菌 水質

地区 PH値
(個/mg) 基準

濃度 細菌数
(ppm) (CFU/ml) 

東京都 6.8 500 不適合 O. 1以下 872 
埼玉県 7.1 。 適合 O. 1以下 12.800 
東泉都 7.5 。 適合 O. 1以下 7.672 
富山県 6.9 。 適合 O. 1以下 9.010 

北海道 6.8 。 適合 O. 1以下 5.548 

東京都 7.1 410 不適合 O. 1以下 740 

東京都 7.1 。 適合 O. 1以下 28 
I奇玉県 7.4 1000以よ 不適合 O. 1以下 2.344 
北海道 6.6 1000以よ 不適合 O. 1以下 6.920 
北海道 6.8 。 適合 O. 1以下 4.570 

神奈川県 7.3 1∞o以上 不適合 O. 1以下 10 
栃木県 6.6 450 不適合 O. 1以下 3.100 
北海道 6.5 。 適合 O. 1以下 。
北海道 6.7 10 適合 0.1以下 。
情玉県 7.0 。 適合 O. 1以下 。
北海道 6.9 10∞以上 不適合 0.1以下 2.904 
崎玉県 7.1 1000以上 不適合 0.1以下 7.024 
群馬県 7.4 1000以上 不適合 O. 1以下 6.171 
埼玉県 6.9 1000以上 不適合 O. 1以下 10.560 
東示都 6.9 1000以上 不適合 O. 1以下 264 

表2 電解中性殺菌水の殺菌カ誌験結果(発育の有無)

-・・置E翠-

EPIOS導入後

一般細菌 水質
PHi直

(個/mg) 基準

6.5 。 適合
6.7 。 適合

6.8 。 適合
5.8 。 適合

6.5 。 適合

6.7 。 適合

6.3 。 適合
7.0 。 適合
6.3 。 適合
5.8 。 適合
6.8 。 適合
6.7 。 適合

6.0 。 適合

6.5 。 適合

6.4 。 適合

6.3 。 適合

6.8 。 適合
6.4 。 適合

6.4 。 適合

6.5 。 適合

E・・・・・・E'，書室'(i}l'~;; 司・・・・・・・

残留塩

素濃度
(ppm) 

8 

5 

4 

10 

6 

6 

6 

4 

3 

5 

5 
2 

8 

10 
2 

10 
8 

10 

5 

5 

残留塩素濃度
iOppm 
PH6. 5 



次E塩素酸水の安全性と安定性 ι 1 
- 次亜塩素酸水の安全性:強い殺菌力を有しながら、安全性の高い製品次亜塩素酸水は食品添加物としても認可されている。

・ 毒性試験: (財〉日本食品センター眼刺激試験 (ウサギ) [""無刺激物」の範鴎にあるちのと評価された。急性経口毒性試験 (雌ラット〉
20mllkgの投与で異常、死亡例はなくしD501d:20mlIkg以上と評価された。皮膚一次刺激試験(ウサギ〉は「無刺激性」の範鴎に入るちの
と評価された。

・ 保容性:遮光容器で密閉して保幸子する揚合、室温で約1ヶ月は十分な殺菌力(80%)をキープした状態にあります。

薬品名 製品名
一般 MRS 感受 耐性 結核

真菌 芽胞
AIDS B型肝

細菌 A 性薗 薗 薗 ウィルス 炎V

エピオス 。。。。。。。。。
|グJレタードアJレデハイト ステリハイド 。。。。。。。。。

ホルマリン 。。。。。。ム 。。
次亜塩素酸ナトリウム ミルトン 。。。。A 。t込 。× 

消毒用エタノール 。。。。。。× 。× 

ウエルパス ウエルパス 。。。。。。× 。× 

イソプロパノール 。。。。。。× 。× 

ポピドンヨード イソジン 。。。。。。.d. 。× 

希ヨードチンキ 。。。。。。.d. 。× 

フェノール 。。。。。。× × × 

クレゾール石鹸液 。。。。。.d. × × × 

塩化ペンザルコニウム オスバン 。A 。× × A × × × 

塩化ペンザ卜二ウム ハイアミン 。.d. 。× × .d. × × × 

クロールヘキシジン ヒピテン 。ム 。× × .d. × × × 

両性界面活性剤 テゴー51 。.d. 。× ム ム x × × 

毒性=低 微厳性電解水 エピオミι
(30ppm)・(HCLO)別電

塩化ペンザル
コニウム。

• クロルヘキシジン

• ポビドンヨード
.強酸性

電解水• オゾン水

殺菌カ=弱

テゴ-51• 殺曹カ=強• ヱタノール

次車塩
酸ソーダ • 二重量化塩素クレゾーJ_

フヱJール‘

毒性=高

ホルマリン .

グルタラール.
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微酸性電解水「ピュアスター水Jの殺菌効果
B. SubtillisA TCC6633芽胞のピュアスター水殺菌効果試験



次亜塩素酸寄在比率とpHの関係

，...闘、‘ 殺菌効果 CHOCし)UP 
渓
'-' 60 

。

。
2 3 

殺菌

OCI 

pKa=7.5 

H+，C1.F10H. 
CI2土三 ，1HocI I :ζ_"'ocr 

20 H+ 

タンパク分解・洗浄

洗口20秒後、口腔内で
pHが下がる。



微酸性電解水「ピュアスター水」の殺菌効果
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数 q
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."" の 4 

~ 対数 2 /ピュアストオ〈
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10pprn 

ピュアスタ-，j(.~ BIr¥tKf12ア0スp長』水
01 30ppn可 Drn 

;穴霊場事長酸+ト1)ウ1.l.

hアスロ-，}正./ 100ppm 
10ppm 

_._，.______・ー-ー園、崎町、『

ピュアスロー* I 
20ppm ピュアスタ』水
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B. SubtillisATCC6633芽胞のピュアスター水殺菌効果試験

BSAの除去率に及ぼす CA)次亜塩素酸ナトリウム濃度
とpH、及び CB)次亜塩素酸イオンの濃度の関係

10 
0 

2 4 6 8 1 0 1 2 14 1 00 1 01 1 02 1 03 1 04 

pH OCIと濃度(mジ1)
岡山県工業技術センター
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| ペプチド結合 | 
B Amlno acld (2) Amlno acld (1) 
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2つのアミノ酸の脱水結合によって形成するペプチド結合



高濃度次亜水により洗口した時の化学反応 I

pH 9.0 洗口時間20秒| 7.0 

T emperature 180C 360C 斗イ会 h 
• 

¥iゴム

Jl、口('(つれU 、El E HOCL 12.5ppm F 71ppm 

OCL 487.5ppm 29ppm 

HOCL (12.5ppm) Na 2 CO 3 (炭酸ナトリウム)

OCL (487.5ppm) HCL (塩酸)

CL2 (塩素ガス) H20(水)

Na+ (ナトリウムイオン) NH2CL(monoクロフミン)

H20(水) NHCL2 (diクロフミン)

NH3 (アミノ基) HOCL(71 ppm) 

pH(9.0) OCL -(29ppm) 

pH(7.0) 

NH 2 CL (mono) 

NHCL 2 (di)臭いあり 5.0くpHく8.0

1/25→16ppmOCL -1こ相当 NCL 3 (Tri) 
ー


